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特にご意見いただきたい事項

1

○同様の災害の再発防止の観点から、主に以下についてどのように考えるか。

・エックス線装置または放射線装置室へのハード面の対策について（主にイ

ンターロック、警報装置に関する機能）

・作業の管理について（エックス線作業主任者の職務、作業時の措置につい

て）

・ユーザー等に対する教育について（特別教育の対象・内容、作業主任者に

対する継続的な教育）

○その他、エックス線装置の使用等に当たっての放射線障害防止に向けて必要

な取組について



参考：関係条文

2

○警報装置、インターロックについて

（電離則）

第十七条 事業者は、次の場合には、その旨を関係者に周知させる措置を講じなければならない。この場合にお
いて、その周知の方法は、その放射線装置を放射線装置室以外の場所で使用するとき、又は管電圧百五十キロ
ボルト以下のエックス線装置若しくは数量が四百ギガベクレル未満の放射性物質を装備している機器を使用す
るときを除き、自動警報装置によらなければならない。

一 エックス線装置又は荷電粒子を加速する装置に電力が供給されている場合

二 エックス線管若しくはケノトロンのガス抜き又はエックス線の発生を伴うこれらの検査を行う装置に電力
が供給されている場合

三 放射性物質を装備している機器で照射している場合

２ 事業者は、荷電粒子を加速する装置又は百テラベクレル以上の放射性物質を装備している機器を使用する放
射線装置室の出入口で人が通常出入りするものには、インターロックを設けなければならない。

（参考：安衛則）

第二十八条 事業者は、法及びこれに基づく命令により設けた安全装置、覆、囲い等（以下「安全装置等」とい
う。）が有効な状態で使用されるようそれらの点検及び整備を行なわなければならない。



参考：関係条文

3

○エックス線作業主任者の職務について

（電離則）

第四十七条 事業者は、エックス線作業主任者に次の事項を行わせなければならない。

一 第三条第一項又は第十八条第四項の標識がこれらの規定に適合して設けられるように措置すること。

二 第十条第一項の照射筒若しくはしぼり又は第十一条のろ過板が適切に使用されるように措置すること。

三 第十二条各号若しくは第十三条各号に掲げる措置又は第十八条の二に規定する措置を講ずること。

四 前二号に掲げるもののほか、放射線業務従事者の受ける線量ができるだけ少なくなるように照射条件等を調
整すること。

五 第十七条第一項の措置がその規定に適合して講じられているかどうかについて点検すること。

六 照射開始前及び照射中、第十八条第一項の場所に労働者が立ち入つていないことを確認すること。

七 第八条第三項の放射線測定器が同項の規定に適合して装着されているかどうかについて点検すること。



参考：関係条文

4

○特別教育について

（安衛法）

第五十九条 事業者は、労働者を雇い入れたときは、当該労働者に対し、厚生労働省令で定めるところにより、
その従事する業務に関する安全又は衛生のための教育を行なわなければならない。

２ 前項の規定は、労働者の作業内容を変更したときについて準用する。

３ 事業者は、危険又は有害な業務で、厚生労働省令で定めるものに労働者をつかせるときは、厚生労働省令で
定めるところにより、当該業務に関する安全又は衛生のための特別の教育を行なわなければならない。

（安衛則）

第三十六条 法第五十九条第三項の厚生労働省令で定める危険又は有害な業務は、次のとおりとする。

二十八 エツクス線装置又はガンマ線照射装置を用いて行う透過写真の撮影の業務

（電離則）

第五十二条の五 事業者は、エツクス線装置又はガンマ線照射装置を用いて行う透過写真の撮影の業務に労働者
を就かせるときは、当該労働者に対し、次の科目について、特別の教育を行わなければならない。

一 透過写真の撮影の作業の方法

二 エツクス線装置又はガンマ線照射装置の構造及び取扱いの方法

三 電離放射線の生体に与える影響

四 関係法令


